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近年日本は人工林の成熟化にともない、林業の成長産業化へ
むけて動き出している（バイオマス発電、木造住宅et c…） 

 

その流れに対して林道や路網はあまり注目されていない 

 

路網密度 ドイツ・・・１１８m/ ha 

         日本（２０１５）・・・２１m/ ha 
 

 

 



林道および高密度路網のメリット 
 作業の効率上昇、材の性質向上 
 

林業の成長産業化のためにはさらに知見を集積させ
る必要がある 

 

 



「林道」「林業専用道」「森林作業道」からなる 

 

林道・・・・・・・一般車両 

林業専用道・・・・普通自動車（１０ｔトラック） 

森林作業道・・・・林業機械 





・林道の工法は地域によって様々で性質が違う。 

・その工法の違いにより 

 路面支持力（どれだけ重機の荷重に対して強いか） 

 にどのような違いが現れるかを調査した。 







 

 

ht t p : / / www. asahi . com/ eco/ OSK2
01001030105. ht ml  

「低コスト・自然を豊かにする 
作業道」 
 
・山の起伏に合わせた道路 
・垂直切土 
・表土20センチは法面の緑化材
に 
・丸太アンカー工法 
・現場で発生する石も石組みに
使う 



 
「自然と調和した林道」 
 
・伐採は道幅だけ 
・法面を低くする 
・砕石を路面に敷き詰める 
・丸太構造物を路肩に埋設 
 
 



A 

山側と谷側の強度のバラン
スを重視 
 
盛土が高くなる始曲点、 
谷側轍を意識的に転圧 

 
 

B 

使用時に轍が生じる箇所 
やわらかい黒ボク土区 
 で重点的に砕石舗装 



CBR値 
・・・簡易支持力測定器による値 

  値が大きいほど支持力大 

 

 

ht t p : / / www. r ex- r ent a l . j p / j bn/ mi s-
244- 0- 62. ht ml  









A 
 

作設進度・・・・・○ 
路面支持力・・・△ 
 
始曲点・谷側轍で支持力が高かった 

B 
 

作設進度・・・・・△ 
路面支持力・・・○ 
 
すべての区間で均等な支持力 



 

作設進度と路面支持力はトレードオフの関係がある 

 

路面支持力には工法や工期、さらには作り手の意図など 

 様々な要因が影響 
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